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会 長：ただ今から、令和５年 第５回定例総会を開会いたします。欠席委員は４

番１名です。出席委員は８名中７名で、定足数に達しておりますので、総会

は成立しております。また、農地利用最適化推進委員が２名出席しています。

本日の議事録署名人に、３番と５番を指名いたします。 

会 長：初めに、日程第１、農地法第４条の規定による許可申請について、議案番

号３４号を上程いたします。事務局より議案の朗読と説明をお願いします。 

事務局：（議案番号３４号を朗読） 

(説明) 当案件は、位置図にありますとおり宮山地域内にある農業振興地域内農地

１筆で、転用事業の内容は貸車両置場です。近隣に事業所がある中古自動車

販売業者が、事業拡大により現在使用している車両置場が手狭となっている

ことから、当該地を借用したいと要望があり、所有者が申請地を自ら転用す

るものです。所有者は、転用工事を実施する資力があり、転用の確実性は明

らかです。なお、農地法に基づく農地転用許可の判断基準となる農地区分は、

第２種農地です。許可の基準としては、申請に係る農地に代えて周辺の他の

土地を供することにより当該申請に係る事業の目的を達成することができ

ると認められる場合は、原則として許可できないということでありますが、

本申請の場合は申請地でなければ事業の目的を達することができないと判

断されますので受理いたしました。 

会 長：続いて、地区担当農業委員である３番から、農地法の観点から現地調査の

結果並びに補足説明をお願いします。 

３ 番：５月１７日事務局職員と現地確認をしました。当該地は住宅、道路、緑道

に囲まれています。一般中古車両の置き場ということで、大型車の出入り等



 
 
 

 
 
 

もなく、他の農地への影響はないと考えますので問題ないと思います。 

会 長：ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただいまの説明につ

いて、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号３４号について、

原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号３４号は原案のとおり許可相当として意

見書を添え、県に進達することに決定いたします。次に、議案番号３５号及

び、日程第２、農地法第５条の規定による許可申請について、議案番号３６

号の２件を一括して上程いたします。事務局より議案の朗読と説明をお願い

します。 

事務局：（議案番号３５・３６号を朗読） 

(説明) 当案件は、位置図にありますとおり小動地域内にある農業振興地域内農地

２筆で、転用事業の内容は２筆合わせて貸駐車場として利用する計画です。

近隣に事業所がある電子部品製造業者が、現在賃貸契約している駐車場が貸

主の都合により使用できなくなることから、事業所に近い当該地について位

置図西側部分の議案番号３５号申請地所有者に借用したいと要望があった

ため、所有者が申請地を自ら転用するものです。また、当転用事業について

は当該地の西側宅地及び東側農地と一帯で整備する計画でありますが、東側

農地は所有者が異なることから、自身の所有農地については、議案番号３５

号「農地法第４条の規定による許可申請」にて申請人として、東側隣地の所

有者が異なる農地については議案番号３６号「農地法第５条の規定による許

可申請」にて譲受人として、各筆合わせて一帯で貸駐車場として整備します。

当該申請者かつ譲受人は、転用工事を実施する資力があり、転用の確実性は

明らかです。なお、農地法に基づく農地転用許可の判断基準となる農地区分

は、２筆ともに第３種農地です。許可の基準としては、原則許可になります。 

会 長：続いて、地区担当農業委員である１番から、農地法の観点から現地調査の

結果並びに補足説明をいたします。 

１ 番：５月１６日事務局職員と現地確認をしました。当該地は、それぞれの隣地

である資材置場及び宅地が農地転用された際の残地であり、細長い形状であ

ることから農地としては利用しづらい土地です。他の農地への影響もないと

考えますので問題ないと思います。 

会 長：ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただいまの説明につ

いて、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号３５号及び３６

号について、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号３５号及び３６号は原案のとおり許可相

当として意見書を添え、県に進達することに決定いたします。続いて、議案

番号３７号を上程いたします。事務局より議案の朗読と説明をお願いしま

す。 

事務局：（議案番号３７号を朗読） 

(説明) 当案件は、位置図にありますとおり田端地域内にある農業振興地域内農地

２筆で、転用事業の内容は駐車場です。近隣の運送事業者が事業拡大により



本社敷地内にある駐車場が手狭となったことから、近隣で適地を探していた

ところ、本社との位置関係や道路環境、高速道路へのアクセス等が良好であ

る当該地について、譲渡人との間で所有権移転の話がまとまり、農地転用許

可申請に至りました。譲受人は、転用工事を実施する資力があり、転用の確

実性は明らかです。なお、農地法に基づく農地転用許可の判断基準となる農

地区分は、第２種農地となります。許可の基準としては、申請に係る農地に

代えて周辺の他の土地を供することにより当該申請に係る事業の目的を達

成することができると認められる場合は、原則として許可できないというこ

とでありますが、本申請の場合は申請地でなければ事業の目的を達すること

ができないと判断されますので受理いたしました。 

会 長：続いて、地区担当農業委員である７番から、農地法の観点から現地調査の

結果並びに補足説明をいたします。 

７ 番：５月１８日事務局職員と現地確認をしました。当該地は南側が農地、北側

及び西側が宅地と資材置場、東側が道路を挟んで農地となっており、その道

路沿いに用水路が通っています。出入口設置予定場所の道路幅員が少し狭く

なっているため、もう少し北側の幅員が広くなっている場所に出入口を設置

した方が周囲への影響は少ないのではないでしょうか。さらに、大型トラッ

クが出入りするとのことなので、現況砂利道で軟弱な当該地東側の道路につ

いては、北側隣地前面道路に整備されているアスファルト部分の切れたとこ

ろから、当該地出入口までのトラックが通る部分については、厚めのアスフ

ァルトを整備する必要があると考えます。また、周辺農地の地権者に農地転

用の整備計画について話を聞いたところ、当該地東側の道路をトラクター等

で走行することから、道路や用水路の必要な整備および路上駐車禁止の徹底

をしてもらえれば問題ないとのことでした。 

事務局：出入口の場所につきましては、当該道路の北側部分に若干勾配があり、そ

こを出入口にすると車両の出入りの際に、トラックの底が道路に当たる可能

性があるため難しいとのことでございます。東側道路沿いの用水路につきま

しては、農政課指示により出入口部分にボックスカルバート設置することと

なっております。東側道路のアスファルト整備につきましては、現在町道路

課を含め、設置に向けて代理人と調整しているところでございます。 

会 長：ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただいまの説明につ

いて、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号３７号について、

原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号３７号は原案のとおり許可相当として意

見書を添え、県に進達することに決定いたします。次に、日程第３、農業経

営基盤強化促進法に伴う利用権の設定の申し出について、議案番号３８号を

上程いたします。事務局より議案の朗読と説明をお願いします。 

事務局：（議案番号３８号を朗読） 

（説明）当該地は倉見地区にある農用地区域内農地の２筆で、現況は畑です。平

成２５年度に利用権設定され２回目の更新です。期間については５年間で、

借り手はトラクターやユンボなどを保有しており当該地で実績がありま

す。 

会 長：続いて、地区担当農業委員である私から農地法の観点から現地調査の結

果並びに補足説明をいたします。 



会 長：事務局職員と現地確認をしました。譲受人は、鉢苗等を生産している農家

で、利用権設定された平成２５年から現在に至るまで、しっかりと耕作及

び管理しているので、問題ないと思います。 

会 長：それでは、質疑に入ります。ただいまの説明について、発言のある方は挙

手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号３８号について、

原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号３８号は原案のとおり決定通知書を町長

に送付いたします。続いて、議案番号３９号を上程いたします。事務局よ

り議案の朗読と説明をお願いします。 

事務局：（議案番号３９号を朗読） 

（説明）当該地は一之宮地区にある農用地区域内農地１筆で、現況は畑です。期

間については５年間で、借り手はトラクターや管理機などを保有していま

す。 

会 長：続いて、地区担当農業委員である４番が欠席のため、近隣地区担当農業委

員である７番から農地法の観点から現地調査の結果並びに補足説明をお願

いします。 

７ 番：５月１８日事務局職員と現地確認をしました。当該地は寒川高校の南側に

位置し、以前別の借り手が利用権設定していましたが、設定解除となり耕作

されていない状況でしたので、新たな借り手が利用権設定されることは好ま

しいことだと考えます。当借り手は他でも実績がある方なので問題ないと思

います。 

会 長：ありがとうございました。これより、質疑に入ります。ただいまの説明に 

    ついて、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号３９号について、

原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号３９号は原案のとおり決定通知書を町長

に送付いたします。次に、日程第４、相続税の納税猶予に係る特例農地等の

利用状況確認について、議案番号４０号を上程いたします。事務局より議案

の朗読と説明をお願いします。 

事務局：（議案番号４０号を朗読） 

（説明）当案件につきましては、所有者立ち会いのもと、地区担当農業委員の福岡

委員と事務局員で１筆の利用状況確認を行いました。しっかり耕作されてお

り、管理されておりました。 

会 長：続いて、地区担当農業委員の３番から現地調査の結果並びに補足説明をお

願いいたします。 

３ 番：５月１７日事務局職員と現地確認をしました。当該畑全体にじゃがいもが

植えられており、農地として利用及び管理されておりました。 

会 長：ありがとうございました。これより質疑に入ります。ただいまの説明につ

いて、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号４０号について、



原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号４０号は原案のとおり、利用状況確認書

を税務署へ送付することに決定いたします。次に日程第５、農地法第４条第

１項第８号の規定による届出について、報告番号４２号から５２号の１１

件、日程第６、農地法第５条第１項第７号の規定による届出について、報告

番号５３号から５５号の３件、以上、一括して事務局より報告事項の説明を

お願いします。 

事務局：農地法第４条第１項第８号の規定による届出については、議案書のとおり

１１件、農地法第５条第１項第７号の規定による届出については、議案書の

とおり３件それぞれ届出がありました。いずれも添付書類も含め完備してお

りましたので、事務局長専決により、書類を受理いたしました。 

会 長：ただいまの報告について、発言のある方は挙手願います。 

（委員より意見、質問なし） 

会 長：よろしいでしょうか。特に発言が無いようですので、報告事項については

了承されたことといたします。次に、日程第７、令和４年度農業委員会の農

地利用の最適化の推進の状況その他事務状況の公表（案）について、議案番

号４１号を上程いたします。事務局より議案の説明をお願いします。 

事務局：（議案番号４１号を説明） 

会 長：事務局より説明が終わりました。これより、質疑に入ります。ただいまの

説明について、発言のある方は挙手願います。 

（３番挙手） 

３ 番：農地の集積面積の実績については、何名くらいの方が集積したのですか。

また、田、畑の割合はどのくらいですか。 

事務局：人数につきましては、農業参入法人が２社、認定農業者が２名、認定新規

就農者が３名の、合計７経営体でございます。田畑の割合につきましては、

田が約３割、畑が約７割でございます。 

会 長：よろしいでしょうか。それでは採決いたします。議案番号４１号について、

原案のとおり決定することに賛成の方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

事務局長：総員挙手 

会 長：では総員挙手ですので、議案番号４１号は原案のとおり、公表することと

いたします。最後に、その他として、審議事項はありますでしょうか。 

（特になし） 

会 長：では、以上をもって、令和５年第５回寒川町農業委員会定例総会を閉会い

たします。 

資  料 １．令和５年第５回定例総会議案及び位置図 
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